




































































側面がないことを、 『今とりかへばや』では「玉の瑕と飽かぬことに思ふ人々あり」と揶揄 だけ なく、 「をかし」の対極の不粋な行為と批判しているのである。　
その後、自身の世間的な妻である四の君と宰相中将の密通を
知った女主人公は、世を厭い吉野を訪れ 。そこで女主人公 吉野の姉宮と歌の贈答をして次のような感慨を抱く
（姉宮ノ）折々あさからずさし答へたまへるいみじくをかしき人のけはひ、心ばへ、我にてはかひなくもあるかな、宮の宰相はかかる人世にものしたまふともいまだ聞きつけぬにやあらん、い に聞き迷ひ を尽くさん 、まづ思ひ出でられて、わが身も嘆 しくうち笑まれ（以下略）
（ 『今とりかへばや』巻一、二四四頁）
女主人公もまた自身と宰相中将とを比較して、魅力的な女性との恋の場面では「我にてはかひなくもあるかな」と感じ、男性して 情緒を解せない 分の有り様を自覚しているのである。『有明の別れ』においても、女主人公の女性に対する過度な慎重さは「玉に瑕」 （巻一、四四頁）と周囲に評され が、そのこと
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を女主人公自身が自らの欠点として捉える様子はない。しかしここでは宰相中将と比べて、欠点だ いわんばかりである。色好みたり得ない自分を男性とし 欠陥だとばかり「嘆 しく」思う一方で、恋に身 やつすだろう宰相中将の姿を想像するに「うち笑まれ」 、苦笑する。そこには嫌悪や軽蔑は感じられない。　
宰相中将と三位中将は、同じく評判の貴公子でありながらも、
美質としては女主人公よりも下位の人物として設定される。しかしながら、 『今とりかへばや』の宰相中将は、男装 女主人公を引き立てるためだけに用意された人物ではない。 もすると、宰相中将は真の男性 、男装する女主人公の心内を揺るがし、種々に関わる存在として造型されてい 。宰相中将と三位中将は、その好色性をもって、男装の女主人公の世間的な妻である四の君、対の上と契るのであるが、そ 際、とも 夫である男装の女主人公に思いを馳せ 。　『有明の別れ』の三位中将は「またならぶ人なき（右大将ノ）御もてなしに、つゆの御いらへをだにしたまはぬもことわりぞや。われ、ものぐるほしくて、かばかりも（対ノ上ヲ）なやましきこえつるこそ、つみさりどころなけれ」 （巻一 一二八頁） 、また『今とりかへばや』 宰相中将は「中納言のめで くなよびかになつかしうただうち語らふ みこそあはれに心につき 思ふら
め、 （四ノ君ハ）我をば情けなく憂かりしとぞ思ひ出でたまふらん、と思ひやるに涙もとどまらず」 （巻一、二一一頁）と、双方ともに女主人公の誠実さに自身をひき比べて自省する。よく似た感慨だが、両者には決定的な差異がある。四の君は処女だったのである。　
夫婦であるのに男女の関係がないのに気づけば軽蔑も生じよう
し、疑えば女主人公の異装が露呈する可能性もある。義父である左大将との不義と出産を経ており、余計な疑問が生じようもない対の上とは異なって、処女だった四の君と契った宰相中将は、しかし女主人公を 肉体関係を強要しない男性として肯定的に捉え、む ろ自分の身勝手な強引さ 引き比べ 同じ男性として女主人公に劣等感を感じていく。また先に見 おり、女主人公は偽装の身であるがゆえ 「まめやかさ」を自身の短所だと認識し、周囲も「玉の瑕」と考 ていた。しかし、宰相中将だけはそう た女主人公について、 「あまりいみじくものまめやかに乱るる所なくをさめたるこそ まりさうざうしき うなれど」 （巻一、一八一頁）とは感じるものの、一方で「あまりこ さらびまめやかな もいみじう思ふことのあるなめり」 （巻一、一九〇頁）と量り、 「いたくつつむことのある人の、ことの外に はれなるかな」 （巻 九 、 「 はれ」だ 捉 るのである 男
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装の女主人公との夫婦関係に、四の君が「春の夜も見る我からの月なれば心尽くしの影となりけり」 （巻一、二〇六頁）と漏らすのを見かけて、 「見る人（女中納言）とてもさばかりめでたくすぐれて、ゆきかかづらふ所もなくいとあまり世づかぬまでまめやかなるを、何事の心尽くしなるにか」 （同頁 思うこともあった。宰相中将は周囲が訝しく思い、短所と捉える女主人公の生真面目さを、唯一欠点としない人物であり、むしろ「 はれ」だと考えている 、女主人公の真面目さを、好色な自身と引き比べ 、高く評価してさえいる。　
その後、妻の姦通が発覚したときの男装の女主人公は、契らぬ
妻の不義の原因を両者とも異装のわが身に認め、内省して仏道修行に勤しむ。しかしながら、 『有明 別れ』の女主人公は、母大宮に「いとどすゑずゑひろごりたまはんはい 思ふやうなり」（巻一、一三二頁）とひそかに告げて対の上の懐妊をもてはやし、「 （密通ヲ）おぼしゆるすかた」 （同頁）を見せる。 『有明の別れ』における女主人公の異装は、もともと左大臣家の継嗣問題にまつわる神示によって両親がさせたも で、密通もそのように受け止めるのである。女性ながら男性と て生 る世づかぬ身を痛感しつつも、 「さすがに年へぬる道道の、そこひなき御さと につけて、笛の音 御琴のしらべまでひきかへんわかれを あはれとお
ぼしつづくるままに」 （巻一、九六頁）ともあり、対の上を妻として迎えたときから、女主人公はいずれ女姿になることを覚悟してさえいた。密通後、ただちに相手が三位中将だ 判明し 女主人公は自らの「人にをこが しくみあつかはるべき身」を悟り、「このありさま、なほ思ひすてて」と考える（巻一、一三〇頁） 。そこには三位中将へ 複雑な心情は存在しない。　
一方で、自らの外向的な性格ゆえに、幼少期から男性と誤解さ
れる振る舞いで、長じては男性として世に出るはめになった『今とりかへばや』の女主人公にとって、四の君の密通 男装の限界を思い知らせる出来事 あった。また物語 は密通が発覚してから相手が宰相中将とわかるまで、段階を踏んで女主人公の心情の変化が丁寧に描かれている。すなわち四の君 懐妊 より 相手不明のまま密通 発覚した際、女主人公は愕然 はなるが、 「いとのどやかにいみじう恥づかしげにて、忍びがたきふしぶしばかりをうちほのめかして、わが心のうち も いづくを恨み所にかはと心ながらもを しうおぼゆるに、いとし 心動くほどの心やましさはなき
なるべし」 （巻一、二二二頁）と、どこか他人事の
ようで、 ほど感情を乱されていない。ところが相手が宰相中将だと疑いだすと「異人より うち もり下に思はんこ の恥づかしくもねたくもあるべきかな」 （巻一、二二六頁）との感慨を抱
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宰相中将に関して 、 「男 さ そあらめ」とだけ言及し、四の君については、 「かかるほど（出産直後）うちとけ入 たまひつらんはおぼろけに思す はあらぬなめり」と理解を示 ながらも、 「のどかに、我なき隙々も多かるもの 、かばかりうちとたまへるほどの、いみじう騒がしうの しり る折しも見る人も
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ありつらん、人目こそわがため人のためいみじういとほしけれ、なほいかにすべき世にかあらん」 （巻二、二六五頁）と考えあぐねている。さらに、女主人公はこのような四の君に「かの人の、心ざしにまかせてうれしとは思ひながらなま心劣りせぬや はあらじかし、いと恥づかしき人をかつはうち思ふらんかし」 （同頁）と、宰相中将はきっと幻滅するだろうと思いなす。女主人公は、四の君の夫として密通相手の宰相中将 非難せず、宰相中将を受け入れた四 君の方ばかりを取 たてるのである。あたかも女主人公が女性として、宰相中将と関係を持った四の君に嫉妬心を抱いているように見える。四の君が誰か 通じてい わかっても、 「心やましさ（嫉妬心） 」は芽生えず、むしろ「いづくを恨み所にかは」とおかしくも思っ いたにもか わらず、四の君が宰相中将と姦通に及んでいたと知 と、女主人公は四の君の女性しての思慮分別のなさに言及し、自身も「遊びや何や やとあどいたうももてはやさず」 （巻二、二六五頁 と当惑してしまうのである。　『有明の別れ』の女主人公は、三位中将の対の上との密通以前に、隠れ蓑の術を通して、三位中将の不誠実な情事を数回目撃している。そのとき女主人公は 「あや く、なべての世ぞうとまれたまふ」 （巻一、五六頁）といった境地 至り、ま 「ただお
なじ身の、なほ女こそくちをしく、人にあざむかれんとなれるものにはありけれ」 （同頁）という感慨を抱く。これは、継娘（対の上） 懸想する左大将の姿を目の当たりにしたときの「あなうたて、男 心 うきもの りけり」 （巻一、四八頁） 、 「男ばかりうきものなかりけり」 （巻一、七四 心情に通じるもである。すなわち宰相中将と三位中 は同じく好色者として、女主人公の偽りの夫婦関係に侵入 が、そもそも『有明の別れ』の三位中将は、女主人公と特 親しい間柄でもなく、左大将などと同様の、男性への嫌悪を生じさせる好色な男性たちの一人に過ぎない。一方『今とりかへばや』 宰相中将は として生きる女主人公の同性の旧友という関係にあり がら、女主人公から向けられた異性として まなざしと複雑 絡み合って 物語を牽引していく存在 のである。　
後述するが、その後ついに宰相中将は女主人公の秘密を暴くも
のの、結局は永遠に彼女を失ってしまう。そ ときの宰相中将は、 「思ひわび、心地もほけほけ く 出 て交じらひ歩くにつけてもも みかなしければ、昔隈なかりし御心も名残なくまめになり 」 、二児まで儲けた四の君と絶縁状態になっても、 「あながち あ しやうにの 焦られわびたまはず」といった様子である（巻四、四六七頁） 。これは好色者として 特異だが それほ
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どまでの女主人公への想いなのだろう。これに対し『有明の別れ』において三位中将は、 「さばかりのたぐひもえみいでねば、わが宿世心うく、そむきすてたまひし御心 つらさのみわするる世なく」と出家した対の上に思いを馳せ がらも、その一方で「上の御けしきをはじめ、おのづからもりいづる御琴の音につけ、『いかばかりの御さまならん ほけなきまでならねど、いかならん時、なげの御けはひをだにきくべきぞ』と、胸やす らぬ」と、中宮（女主人公）にまで懸想 ている（巻一、二一八頁） 。あれほど恋慕した対の上が出家をして、遠く隔たった存在となってしまっても、三位中将は「いといたく色めきすぎ、おもきかたの才などは心もとなくて、ただこの道に身をい づらになしぬべきすき者」 （同頁）と描写されており、徹底的に好色者として造型されていると言える。　
以上のように、 『有明の別れ』にて三位中将は、左大将などの
男性と等しく男装の女主人公をひき立て 好色者として女主人公とその周辺に関わり、単に女主人公に男への厭悪を植えつける存在となっている。一方『今とりかへばや』の宰相 、しばしば女主人公と二者一対となって対比され、真の 性として男装女主人公の男性 しての不全を照射し、 らには女主人公の胸奥に潜む女性としての感情を喚起する存在である。単なる好敵手で









ここで注意したいのは、 「色なる御心地」の帝が、女主人公（右大将）を「なつかしく」思うがゆえに、姫君（最終的には自身を女性として世に披露する 、この時点では男装しているので、実は「姫君」はこの世に存在してい い）の入内を催促している点である。すなわち、帝は右大将の代わりとして、そのきょうだい ある姫君の入内を要請しているのだ。　
これは、 『今とりかへばや』の宰相中将とは正反対の心理だと
言えよう。
見る目容貌の似るものなく愛敬こぼれてうつくしき まの、かかる女のあらましかばと見るたびにいみじく思は を、妹も くこそはものしたまふらめ、女はいま一際まさるらんほどよ、思ひや に、見たて つ でやむべき心地もせず。
（ 『今とりかへばや』巻一、一八一頁）
宰相中将は、男装の女主人公の「見る目容貌の似 ものなく愛敬こぼれてうつくしきさま」に「かかる女のあらましかば」と幻想するが、その姿から「妹もかくこそはものしたまふらめ 女 い
ま一際まさるらんほどよ」と、尚侍と会わずにはいられないと考える。　「女はいま一際まさるらんほどよ」とあるように、宰相中将はあくまで女主人公を同性の友人として見つめている。宰相中将にとって女主人公は、 「かか 女のあらましかば」と思わせるほどの美貌ではあるものの あくまで侮りがたく優れた男性の友人なのである。　もとより『有明の別れ』は女主人公の男装時から、彼女の前身
が天女であることを暗示していた。物語において、男装の女主人公 身に纏う香りは、 「けぢかく御らんじならすけはひ、かほりまで、世になく御心にしむ」 （巻一、四二頁） 、 「いで ふぞ、御衣のにほひもいひしらぬ」 （巻一、七二頁） 御衣のにほ息ざしをはじめ さはいへど、けぢかさ いとなつかしう」 （巻一、八二頁） 、 「うちふるまひたまへる御用意をはじめ、御衣のかほり、つくりいでたまへる文の心 も、げにただの におはしまさざ けり」 （巻一、一三六頁）と幾度も言及され 。　
この香りはのちに院（帝）をもって「あやしく昔より、世のつ









に『有明の別れ』では、一貫して男装の女主人公が天女になぞらえられていることが窺える。女主人公の前身が天女であることは、物語の中でくり返し示され 女主人公は男装していても、どこか天女に重ねられる存在である。それゆえ、 姿でも 主人公の美貌に誘引されるかたちで、帝によってそのきょうだい ある姫君が求められ、また物語において、男装の をして「 『ここらみるなかに、げにありがたくもおひいでたまひけるかな』と、 （中略）まことの御身ならましかば こ にとまりぬべくおぼさるるぞかぎりなきならん」 （巻一、七六頁）と思わせるほどの魅力的な女性である対の上よりも、男姿 女主人公こそに天女が重ねられ、 「目もあや る」 語 るの はないだろう
か。すなわち、 『有明の別れ』において女主人公は、性を超えて唯一無二の人物として造型されているのである。　『有明の別れ』が女主人公を天女として描くかぎり、彼女が帝に魅了されることは いのではないだろうか。 『竹取物語』でも周知なように、天女は人間の男性を魅惑するばかりで、翻弄されることは いのであ 。実際『有明の別れ』では、帝が一方的に女主人公を想うだけ 女主人公が帝に心を惹かれている描写が、物語の中にほとんど見られない。対して『今とりかへ や』では、前述のとおり、女主人公は恋に苦しみ泣きついてくる宰相中将を「あはれ」 感じていた。そうした関係性 相違は、異装露見の展開にも影響している。　『今とりかへばや』では、女主人公が自邸でくつろいでいたところに、例のごとく宰相中将が尚侍への恋 恨み言をこぼしにきたのが発端である。このときの は 酷暑 ため生絹の単衣のみを身 纏った相当 薄着で、そ 姿 可視的に女性性を露にしていたと考えられる。そこで宰相中将は「かかる女のまたあらん時わがいかばかり心を尽 し惑 ん （巻二、二七二頁）と女主人公に乱れ寄ることになった。また女主人公 そうして戯れかかる宰相中将を、心内 「いみじうあはれな 」 （巻二、二七三頁）と感じていた。これは先に見 ように 女主人公
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一三六頁） 。その後女主人公が近侍する折に 帝は「なほけぢくては、さらにいはんかたなくこまかにうつくしげな つくづくと御覧ずる」うちに、 「えおぼししのばず、扇 たまへ 御手をそぞろにとらへ 〇 る あった。ここで着目したいのは、帝のそうした行動の原因が、 「けぢかき御衣かほりなど、あやしくそぞろに御心もみだれて、上もいとわびし




の帝は、どちらも世間一般の恋 思いを馳せ、比類なき男装の女主人公の魅力に心を惑わせる。対する男装 見破られた二人の女主人公はともにひ く動揺する。しかし、そ 後の二組の男女のあり方は異なる様相を見せていた。　『有明の別れ』の女主人公は秘密が見破られ、 「ただ化物のあら
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はれたる心地して、ともかくもきこえさせん言の葉しなければ、はづかしくかなしき」 （巻一、一四四頁）といった状態である。そのなかで女主人公は、帝に女性として着物を整えられ、お湯殿まで送ってもらうが、女主人公がそうして帝に身 任 るのは、「なほこのはしたなさは、え思ひさまさずうごかれたまはぬ」 （巻一、一四四頁）というだけであった。一方帝は女主人公に対して「人めつつまむほどの、いとたへがたかるべきを、あが君や、などかくひがひがしき御もてなしに、さだめそめたまひけるちぎりの心うさぞ」 （巻一、一四六頁）と、涙ながらに男装を諌め ばかりである。　
対して『今とりかへばや』の女主人公は、 「いかに思ふらんと
かなしう」とまず宰相中将が男装していた自分をどのように思うかと不安になり、 「世にながらへてつひにわが身の憂さを に見え知られぬるよ」と涙する（巻二、二七五頁） 。 『今とりかへばや』では、男装が露呈した後も、女主人公の男装は当然のように持続するが、宰相中将は男性同士の交流を逆手にとって、女主人公への想いを訴え続け、関係を継続しようとする。とはいえ それは女主人公に「あ れ、げに人目のいと例なきやうなるを、同じ心にあひ思ほして人目見苦しからずもてな たまはばなん、まことに深き御心とは知るべき」 （巻二、二七六頁）と言われたた
めでもある。つまり、宰相中将は男性として生きる女主人公に一応の配慮はしているのである。女主人公は、 「身に添ふ影」のように付き纏ってく 宰相中将を疎ましく思いながらも、ひとたび二人きりになれば受け入れ こともあった（巻二、二八五頁） 。そうした女主人公に、宰相中将はしだいに「これを出だしたててよそに見る時もあるはいみじきわざかな」 （巻二、二八七頁）と感じるようになり、ついに「今は忍びて女様に籠り居たまひね」（巻二、二八八頁）と女姿になることを求め始める。　『今とりかへばや』の女主人公は、宰相中将の子を妊娠したことが発覚した折も、 「またあやしかりけるわが身の契りを思ひ知るにもこの人はさし放ちがたう はれなれば」 （巻二、二九三頁）と、宰相中将に対する「あはれ」とい 心情 促されて、自ら懐妊を宰相中将に告げている。対する宰相中将は「 とあさからざりける契りを泣く泣く言ひ知らせて」 （巻二、二九四頁） 、以下のように言う。





ここでも宰相中将は男性官僚として生きる女主人公への配慮を見せる。互いに高位高官になるにつれて会いがたくなるのを宰相中将は嘆いて、女姿になるよう女主人公を説得するのである。また宰相中将は、 「交じらひ馴れにたる世の思ひ出で多く、あはれなることのみは けやるべき方なき」 （巻二、二九六頁）に嘆き、女姿になることをためらう女主人公に、 「こはげにさ思ふにこそ」（同頁）と同情もしていた。そうしたなかで『今とりかへばや』の女主人公は、異装を解くことを決意するのであっ 。　
一方『有明の別れ』では異装が露見した二か月後には、気分が
優れない女主人公自ら「かく世づかぬさまにては、 かなか御覧ぜらるるにつけて、しづ心 く そおぼされめ」 （巻一、一七〇頁）と両親に泣く泣く訴えかけ その結果、父左大臣の顧慮によって、右大将（女主人公）は死去し 公表 そ 裏で女主人公は女姿 なり姫君とし 入内する。すなわち『有明の別れ』の場合 、異装を暴いた帝の知らないところで、女主人公が男装を解くのである。ゆえに右大将 死去が発表された際 何も知らない帝は「うつし心もおはしまさず、やがてこもりおはしますさま」 （巻一、一七四 であった。そ そのまま女主人公




この世において最高の権威者であるということが関わっているのではないだろうか。天界と対比させれば、帝は わば地上の最高位、人界の代表者である。彼に認められるこ は、女主人公が人界にて絶対的価値を付与される 同義であ 。先述のように、『有明の別れ』の帝は異装を暴く直前、左大臣家にまつわる奇怪な夢を見るようになるが、こうした設定 女主人公と帝 心理的な交流とは別に、帝が女主人公にとって運命的な存在として造型されていることを窺わせる。言うなれば『有明の別れ』の帝は、女主人公と運命的な符合によって結ばれる存在なの あ 。 『有明の別れ』にお て異装を解き入内した女主人公は、たびたび男装時代を惜しむ。帝もまた右大将不在の宮中を映えなくは思うも
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のの、男装時代の栄華を失った女主人公の胸奥を慮ることはない。中院の行幸の折に、帝は「光なき階のみぎりのさびしさにみし夜の月をまづしのぶかな」 （巻一、二〇〇頁）と女主人公に詠みかけるが、こ 歌は右大将がいない物足りなさを訴えつつも、異装を暴いた夜の とが何よりもまず偲ばれるというも であった。 「月 げの る山 は すみうくて れしみぎはをこひぬまぞなき」 （同頁）と返歌した女主人公の、女御とな てもなお懐かしい、右大将時代へ 思いは、帝と共有されずに宙に浮いてる。とは え「はえなき世 ひかりなさを、さぶらふかぎりはわする 世なく涙ぐむたぐひおほかり」 （巻一、一九二頁）と、帝の回想をきっ けに 帝ばかりでなく多く 官人たちも亡き右大将を懐かしむ。さらに「 『まづ故大将のうちそひ、土器と ていでたまはましかばいかばかり』と、あと たなきことを殿だにえわすれ ねば」 （巻一、一九六頁）と、父左大臣でさえ娘の右大将としての活躍を忘れることがで ない。右大臣が「めづらしき雲居ひびきし笛の音のこひし まさる春の夜の 」 （巻一、二一〇頁）と詠みかけ、左大臣が「月はなほおなじ雲居 てらすともたえにし笛の音こそつらけれ と返して偲び合う一幕もあった。　
また女主人公は女院となったのちも、亡き右大将の忘れ形見の
内大臣（実は左大将と対の上の子である）が「さばかりならん人の、世にまたあらましかば」 （巻一、二二六頁）と思慕し続ける存在となる。巻二以降、内大臣は左大臣として主人公格 なるが、その彼の永遠の憧憬の的として、女主人公の女院としての素晴らしさが、余すところなく称揚されるのである。 『有明の別れ』は天女である女主人公が、地上でも華々 く生き抜き 男姿でも女姿でも無類で崇高な存在であり続けるこ を惜しみなく描き上げる。前身が天女 ある女主人公の価値 性によって制限されるものではなく、地上の最 位にある帝によってその超越性が保証され、他の人々からも証明される。思えば『有明の別れ』において帝は、女主人公の親族以外で唯一 御（女院）がかつて 右大将だと知る人物だが、そのこと 女主人公 心内に特に反映れているわけで ない。つまり、帝は女主人公 心情と連動するように造型され はい のである。　
対する『今とりかへばや』では、宰相中将と女主人公はかつて
同性の親友という気が置 な 関係にあった その延長線上 男女として 彼らの関係がある。そ ゆえ、秘密の露見後も自然と「いとなつかしううち語ら」ったり（巻二、二八五頁） 、異装を解除した女主人公が「泣くべき折はうち泣き をかしく言ひたはぶるる折はうち笑ひ」 （巻三、三六〇頁） 、宰相中将に対して自
−65−
由に自己表現したりできたのである。 『今とりかへばや』の宰相中将は男装の女主人公よりも下位に り、 有明の別れ』の帝ように、女主人公の絶対的価値を保証する存在ではない。しかしながら、宰相中将は女主人公の男装時代には、女主人公 同性の友人としてその彼 の活躍ぶりを尊敬し、女主人公が女姿と ってからは、異性として男装の過去とそれへの女主人公の思いを受け入れて愛した。 『今とりかへばや』の宰相中将は、二者一対として男装の女主 公の生涯を傍らから見つめ、さらに そこに生きた女主人公 存在自体を尊敬 なか 承認する 物なのである。 『有明の別 』の帝は、他の多くの人物とともに いわば外部から付与された記号として価値づける だが、 『今とりかへばや』の宰相中将は、男装の女主 公の心奥を是認する である。　
宰相中将は唯一女主人公の男性としての栄華を手放す苦悩を察














ある四の君を看過できなかった。 「限りなき思ひに思ひを添へ重ぬる心地して（女主人公ヲ）なのめならずあはれなれど、人の様いとあだにて人ごとにしみかへれる癖なれば、 （女主人公ハ）あさく思ひなさるべ 」 （巻三、三六五頁）という宰相中将のおろかな多情多恨ぶり、 「隔てなくうち語ら」う人の良さは、男性同士の親友だったときは「さし放ちがたうあはれ」の情をかきたてもした。だが男性としての栄光をすべて捨てて女性の立場に身を置く女主人公にとって、これ 屈辱的な不実である。とはいえ男装時代の矜持があるゆえに、女主人公は「見知らぬ顔」で接し、宰相中将 ま 平静を装う女主人公の胸奥を読み違え 四の君のもとに通い続け、女主人公に四の君と同等の扱いだと感じさせてしまう。京に戻る宰相中将を「さらぬ顔」で見送りつつ、出て行くやいなや 「若君抱きてつゆまどろまず泣き明か」 巻三、三八三頁）す心が、親友の にあっ ことに気づかない だった。かつ 男性同士の友人として交遊していた女主人公と宰相中将は、女主人公の偽装の秘密が露見し男女関係 るこ によって、互いに特別な存在だと認知しながらも、当時 慣習的な男性と女性という立場に絡めとられてすれ違っていき 親友 して過ごした時間をとも 見失っていく。　『今とりかへばや』の宰相中将は、外的価値の付与という機能




　『今とりかへばや』の女主人公が築き上げた男装時代の栄光は、女主人公が宇治出奔後、吉野を経て尚侍として帰京す と、きょうだいの男主人公に取って代わられることにな 。以前と同じ大将として、女主人公が築いたものをそのまま横取り しまう男主人公の一方で、尚侍になった女主人公は、 の愛を受け結ばれる。秘密を暴く者と最終的 結ばれる者とが〈不一致〉 り、この結果、最終的な相手である帝に女主人公 過去 そ 個性は共有されない。帝にとって女主人公はただの 性なのである。さらに父やきょうだいもまた、 の男装時代を抹消すべき歴
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ように宰相中将の役割を負う存在はいるが、そこに女主人公との細やかな心理的交流は描かれていない。極めて図式的 好色者、あるいは女主人公の記号的価値 外から与える役割を負うのみである。一方で宰相中将と女主人公の場合、その間に通う感情が丁寧に描かれており、宰相中将は、女主人公の個性を内的に、を伴って承認す 存在として造型されている。　
けれども『今とりかへばや』の面白さは、そのように重要な宰






































常盤博子「 『在明の別』の「天人降下」考」 （ 「実践国文学」四三、平成五年三月） 。
注
注	 『新編日本古典文学全集』 （小学館）第三九巻、三三八頁鑑賞
注
注0	
注
注に同じ。
※『今とりかへばや』の本文の引用は、石埜敬子校注訳『新編日本古典文
学全集』 （小学館）の表記、頁数に拠る。
※『有明の別れ』の本文の引用は、大槻修訳注『有明けの別れ
─
ある男装
の姫君の物語
─
』 （創英社）の表記、頁数に拠る。
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